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「事業再生計画」の一部修正に関するお知らせ 

当社は、平成 25 年４月 26 日付「事業再生 ADR 手続の成立に関するお知らせ」に記載の

とおり、平成 25 年４月 26 日付で、産業活力の再生及び産業活動の革新に関する特別措置

法所定の特定認証紛争解決手続（以下、「事業再生 ADR 手続」といいます。）に基づく事業

再生計画を承認するための決議のための債権者会議（第３回債権者会議）を開催し、当社

の事業再生計画について全対象債権者からご同意を頂き、事業再生 ADR 手続が成立したこ

とにより、平成 25 年３月 18 日付「「事業再生計画」策定に関するお知らせ」および「御園

座事業再生計画」にてお知らせした事業再生計画に従い、事業を推進しております。 

本日、事業再生計画のうち、平成 26 年３月期と平成 27 年３月期の業績計画数値を修正

いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．事業再生計画のうち平成 26 年３月期連結業績結果と平成 27 年３月期業績計画の修正 

       （金額の単位：百万円） 

平成 26 年３月期（結果） 平成 27 年３月期（修正）  

事業再生計画 実績 計画比 事業再生計画 修正計画 計画比 

売上高 1,148 615 △ 532 1,018 510 △ 508 

営業利益 7 △ 333 △ 341 25 11 △ 14 

経常利益 △ 288 △ 509 △ 221 － 11 － 

当期純利益 2,534 2,851 317 － 90 － 

 

２. 修正の理由 

    平成 26 年３月期の売上高については、平成 25 年５月 28 日付「子会社との会社分

割（吸収分割）契約締結及び当該子会社株式の譲渡に関するお知らせ」および平成

25 年５月 29 日付「業績予想の修正に関するお知らせ」に記載のとおり、当社が運営

していた老人ホーム事業を会社分割（吸収分割）により当社連結子会社であるミソ



 

ノピア株式会社に承継させた上で、ミソノピアの発行済株式の全部をのぞみ株式会

社に承継させたことから、事業再生計画対比△189 百万円の下方修正をいたしました。 

更に、売上の主力である平成 25 年 10 月の錦秋名古屋顔見世の観覧券売上につい

て体制変更に伴う準備不足や広告宣伝が不十分だったことなどから、平成 25 年５月

29 日付「業績予想の修正に関するお知らせ」に記載した売上高の業績予想数値から

△343 百万円下回りました。 

平成 26 年３月期の営業利益、経常利益については、平成 25 年 10 月の錦秋名古屋

顔見世について、事業再生計画で公演利益を 230 百万円程度見込んでいたのに対し、

公演利益の実績が収支均衡程度にとどまったことなどから、営業利益は事業再生計

画対比△341 百万円、経常利益は事業再生計画対比△221 百万円、それぞれ下回りま

した。当期純利益については、固定資産売却損 584 百万円を平成 25 年 3 月期に前倒

し計上したことから事業再生計画対比+317 百万円上回り、金額としては御園座会館

売却に伴う特別利益 3,667 百万円を計上したことから 2,851 百万円の黒字を計上い

たしました。 

 

平成 27 年３月期の売上高については、事業再生計画において、歌舞伎公演を春と

10 月の２回実施することとしていましたが、これを平成 26 年 10 月の錦秋名古屋顔

見世の１回のみ実施することとなったことを主因に、510 百万円（事業再生計画対比

△508 百万円の下方修正）といたします。 

平成 27年３月期の営業利益については 11百万円（事業再生計画対比△14百万円）

と、売上高と比べれば小幅の修正といたします。この理由は、前年の経験を踏まえ

平成 26 年 10 月の錦秋名古屋顔見世に関し十分な準備や広告宣伝活動を徹底させ収

支の増強を図るとともに、その他実施する短期公演についても個別の収支管理を徹

底させ収益が見込める可能性が高い公演に限り実施するようにすること、および当

社の企業努力もあり販売及び一般管理費を大幅に抑制できる損益構造となっている

ためであります。 

経常利益についても営業利益と同額の 11 百万円を見込んでおりますが、当期純利

益については、本日発表の「連結子会社の解散に関するお知らせ」にありますよう

に、みその事業株式会社の清算に伴う特別利益 79,835 千円が計上されるため 90 百

万円を見込んでおります。 

 

新・御園座の建替計画は、本年 6 月中旬より旧・御園座会館の取壊しを始め、当

初計画よりも半年程度前倒しをし、平成 29 年 12 月の開場に向けて進捗していく予

定です。弊社といたしましても、早期開場を目指し、皆様のご期待に応えたいと考

えております。 

以上 


